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CoLabILプロジェクトの狙い

1. 各教員の努力

2. 各教員の教育能力向上

3. 外部からの支援

4. 教員間の相互交流

小方直幸「教育における大学教員のコラボレーション」『大学
経営政策研究』第1巻（2011年）129-144頁。

「国際法教育の比較研究と若手教育者の能力育成―
分野・国境・世代を超えるコラボレーション―」
として公益財団法人 末延財団より助成を受けています。

CoLabIL
コラボレーション(colab)による国際法(IL)教育
を実現する「共同の実験室（Co-Lab）」

https://colabil.super.site/
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はじめに

教育と国際法学

教育者としての学者 cf. 研究者

国際法教育への学術的関心の高まり

発見の学識
（scholarship of discovery）

統合の学識
（scholarship of integration）

応用の学識
（scholarship of application）

教育／学習の学識（scholarship of 
teaching/learning）

学識（scholarship）

https://doi.org/10.4337/9781802204117
https://doi.org/10.4324/9781003429265
https://doi.org/10.1163/9789004678880
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はじめに

教育実践の学術化

省察的実践：

具体的な状況（教育現場）
の中で問題を認識

↓
省察

↓
行為の中で実践を改善

↓
メタ化・理論化

教育（実践・方法）学の知見を国際法学に取り込み、
適合させ、国際法教育論を構築する必要

Cf. 技術的熟達：
専門的知識・技術の「適用」
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アウトライン

 はじめに

 学習者にとっての

「学びの場」

 国際法律家が身を置く
「社会学的な場」

 国際法教育者の
「共省の場」

 おわりに そして協働へ
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「学びの場」

「学習者」（learner）中心の配置

国際法教育への導入

認知科学・学習科学の発展

教育実践への架け橋

大学教育の方法論の体系化

https://www.hup.harvard.edu/books/9780674729018
https://www.tamagawa-up.jp/book/b178303.html
https://www.tamagawa-up.jp/search/s7312.html
https://www.tamagawa-up.jp/search/s7312.html
https://www.tamagawa-up.jp/search/s7312.html
https://www.tamagawa-up.jp/search/s7312.html
https://www.tamagawa-up.jp/search/s7312.html
https://www.tamagawa-up.jp/search/s7312.html
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「学びの場」

①授業科目としての一体性＝授業設計／シラバス

（Diehl & Ku, 2024: 5）

（中島、2016：14頁）

 国際法の「コア」を基盤とした
授業の組み立て

 学習目標の設定

https://doi.org/10.4337/9781802204117
https://www.tamagawa-up.jp/book/b238157.html
https://www.tamagawa-up.jp/book/b238157.html
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「学びの場」

②学習者への働きかけ ＝講義法

③講義以外の学習の形態＝アクティブラーニング

動画
https://youtu.be/ZMqijorFaLQ?si=NZ

AKxmiYxsn7OphD&t=240

https://youtu.be/ZMqijorFaLQ?si=NZAKxmiYxsn7OphD&t=240
https://youtu.be/ZMqijorFaLQ?si=NZAKxmiYxsn7OphD&t=240
https://youtu.be/ZMqijorFaLQ?si=NZAKxmiYxsn7OphD&t=240
https://youtu.be/ZMqijorFaLQ?si=NZAKxmiYxsn7OphD&t=240
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「学びの場」

④成績評価

 評価の時期・評価対象とする学習

 真正の評価

学習前（診断的評価） → 中（形成的評価） → 後（総括的評価）
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アウトライン

 はじめに

 学習者にとっての
「学びの場」

 国際法律家が身を置く

「社会学的な場」

 国際法教育者の
「共省の場」

 おわりに そして協働へ
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国際法律家が身を置く「社会学的な場」

ウェブブラウザで

menti.comにアクセス
「7101 3787」と入力

www.menti.com/alnq7nyw1niu

スマホで

https://www.menti.com/alnq7nyw1niu
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アウトライン

 はじめに

 学習者にとっての
「学びの場」

 国際法律家が身を置く
「社会学的な場」

 国際法教育者の

「共省の場」

 おわりに そして協働へ
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国際法教育者の「共省の場」 そして協働へ

「境界」を超える意義 雰囲気づくり

• 否定しない

「自分が取り入れたいこと」

「自分だったらこうするな」

• 実例・アイデアの持ち寄り

共省

「分野」
教育学・
法学・IR

「国境」
海外の
実践例

「世代」
経験知／
新手法
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